
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度（2025年度）第２回日高管内いじめ問題等対策連絡協議会の概要 

 

■ 全ての大人、児童生徒がいじめの正しい知識をもち、「いじめは何があっても許されない」とい

う認識を共有することが重要であり、関係機関が連携し、相談しやすい体制の構築を進めるとと

もに、地域が一体的にいじめ事案に対応していくことが重要である。 

■ 不登校児童生徒への支援については、児童生徒が自らの進路を主体的に捉え、社会的に自立す

ることを目指して、様々な機会を設定し児童生徒の学びを保障するとともに、未然防止の視点

で、魅力ある学校づくりを進めていくことが重要である。 

まとめ 

 

「日高管内におけるいじめの問題等、生徒指導に関わる取組について」 

■ いじめ・不登校等

■ 令和７年度日高管内どさんこ☆子ども地区会議の実施状況 

■ 今年度の日高管内のいじめ及び不登校児童生徒の状況について 

   不登校児童生徒数は、中学校では小学校と比較すると、約３倍多く、前年度からの継続した不登校

児童生徒数は増加傾向が見られる。 

説  明 

 

「新ひだか町立静内中学校における不登校の児童生徒を支援するための体制づくりについて」 

■ 新ひだか町における不登校児童生徒の状況 

■ 静内中学校における校内教育支援センター「いっぽ」の運営、成果及び課題について 

「いっぽ」を開設したことにより、学校に登校できたり所属学級に復帰で 

きるようになったりする生徒が増えるなどの成果が見られた。今後は、「いっ 

ぽ」の安定した運営と支援内容の充実、関係機関と連携した取組、小学校 

の現状に合わせた支援の在り方等について検討する。 

実践発表 

 
令和７年度の取組及び令和８年度の取組に向けて 

① いじめの未然防止と組織的な対応について 

 ・学校では、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等と 

連携し、児童生徒が相談したいときに、相談したい人に相談できる 

体制づくりに努めている。 

・町教育委員会では、いじめと認知した事案について学校と共有し、ス

クールソーシャルワーカー等と連携しながら早期対応に努めている。 

 ・教師、児童生徒、保護者、地域等、全ての人がいじめに関する正しい

知識を学ぶ機会が必要である。 

               ・本協議会のように、関係者が一堂に会す機会は重要であり、横のつな

がりを強め、情報共有を図っていきたい。 

② 不登校児童生徒への支援について 

 ・児童生徒が、いつでも、誰にでも相談できる体制づくりが大切であり、 

多様な相談機関があることを児童生徒へ周知していく必要がある。 

 ・児童生徒が不登校状態に陥る背景が多様化しており、それぞれのケース 

に応じた対応が必要であることから、医療、子育て担当課等との連携が 

大切である。 

 ・不登校児童生徒の学びを保障することが大切であり、地域でも不登校 

の児童生徒が過ごせる場の設定を進めている。 

意見交流 


